
 1 

 

２
０
２
５
年
、
１
月
１
９
日
（
日
）
京
王
線

新
宿
駅
６
時
５
０
分
発
の
特
急
京
王
八
王
子

行
き
に
乗
車
。
ホ
ー
ム
に
集
ま
っ
た
の
は
、
川

名
夫
人
、
有
倉
、
佐
藤
、
及
川
、
和
田
、
戸
丸
。

途
中
の
調
布
駅
で
奥
村
が
乗
車
。
北
野
で
高
尾

行
き
に
乗
り
換
え
、
７
時
４
０
分
、
高
尾
駅
に

到
着
。 

 

京
王
線
高
尾
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
Ｊ
Ｒ
乗
り

換
え
だ
が
、
北
口
通
り
抜
け
と
い
う
改
札
を
通

っ
て
、
Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
北
口
改
札
を
出
る
。 

駅
前
の
広
場
の
左
側
に
陣
馬
高
原
下
行
の

バ
ス
停
が
あ
る
。
ま
だ
人
の
少
な
い
バ
ス
停
に

西
川
さ
ん
が
待
っ
て
い
た
。
と
い
う
わ
け
で
、

川
名
夫
人
、
有
倉
、
佐
藤
、
及
川
、
和
田
、
奥

村
、
西
川
、
戸
丸
の
８
名
が
揃
っ
た
。 

待
っ
て
い
る
う
ち
に
バ
ス
停
は
、
ど
ん
ど
ん

乗
客
の
列
が
増
え
て
行
っ
て
長
い
行
列
に
な

っ
た
。
何
台
か
違
う
行
き
先
の
バ
ス
が
出
て
行

っ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
臨
時
の
特
急
陣
馬
高

原
下
行
き
の
バ
ス
が
到
着
。
回
送
車
と
し
て
停

ま
っ
て
い
た
バ
ス
が
特
急
バ
ス
に
変
身
し
た
。 

定
刻
発
は
８
時
１
０
分
だ
っ
た
が
、
３
分
ほ

ど
早
く
出
発
し
た
。
早
め
に
着
い
て
い
た
８
名

は
ゆ
っ
く
り
座
れ
た
。
特
急
バ
ス
は
途
中
の
夕

焼
け
小
焼
け
バ
ス
停
以
外
は
停
ま
ら
な
か
っ

た
。 

 

８
時
４
０
分
頃
、
陣
馬
高
原
下
バ
ス
停
に
到

着
。
ト
イ
レ
は
大
行
列
だ
っ
た
。
各
自
ス
ト
レ

ッ
チ
と
身
支
度
を
す
る
。 

 

９
時
２
分
、
及
川
さ
ん
の
先
頭
で
出
発
。
ま

ず
は
車
道
の
陣
馬
街
道
の
緩
い
上
り
だ
。
街
道

は
す
ぐ
に
右
に
曲
が
り
栃
谷
川
に
架
か
る
橋

を
渡
る
。
栃
谷
川
は
沢
井
川
と
合
わ
さ
り
相
模

湖
に
流
れ
て
ゆ
く
。
沢
は
左
側
に
流
れ
て
い
る
。 

 
川
に
流
れ
込
む
パ
イ
プ
か
ら
出
た
水
は
白

い
氷
柱
に
な
っ
て
造
形
物
を
作
っ
て
い
た
。 

 

９
時
１
０
分
、
車
両
通
行
止
の
ゲ
ー
ト
が
立

ち
ふ
さ
が
っ
て
い
る
。
２
月
下
旬
ま
で
は
歩
行

者
自
転
車
以
外
は
通
れ
な
い
と
書
い
て
あ
る
。

ゲ
ー
ト
右
側
の
狭
い
通
路
か
ら
入
っ
て
行
く
。

通
行
止
め
の
お
か
げ
で
車
が
来
な
い
の
で
安

心
し
て
の
ん
び
り
と
歩
け
る
。 

 

９
時
２
８
分
、
左
側
に
車
道
が
直
角
に
分
岐

し
て
い
る
が
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
陣
馬

新
道
登
山
口
に
到
着
。
休
憩
。 

 

９
時
３
６
分
、
再
出
発
。
車
道
は
和
田
峠
方

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
８
１
号 

２
０
２
５
年 

２
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

２
０
２
５
年
の
幕
開
け
は

、
白
い
馬
の
立
つ
陣
馬
山
に
８
名

。
陣
馬
高
原
口
か
ら
陣
馬
街
道
経
由
で
登
頂

。 

 

前
山
に
７
名
！ 
サ
ス
ザ
ワ
山
か
ら
の
奥
多
摩
湖
は
絶
景
で
し
た

。
奥
多
摩
駅
前
で
楽
し
い
打
ち
上
げ
！ 
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面
に
続
い
て
い
る
が
、
山
道
は
い
っ
た
ん
左
に

降
り
る
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に

和
田
峠
に
車
を
置
い
て
陣
馬
山
に
登
れ
ば
２

０
分
位
で
山
頂
に
着
く
ら
し
い
。
急
い
で
山
頂

に
向
か
い
た
い
方
は
こ
れ
も
一
つ
の
手
か
も

し
れ
な
い
。 

 

暫
く
は
針
葉
樹
の
植
林
地
を
進
ん
で
ゆ
く
。 

 

９
時
３
８
分
、
木
製
の
橋
で
沢
を
渡
る
。
手

前
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
る
。
小
さ
な
沢
だ
が
水
は

き
れ
い
だ
。
数
分
で
も
う
一
度
橋
を
渡
り
返
す
。

そ
の
先
で
山
道
は
右
に
直
角
に
曲
が
っ
て
ゆ

く
。 ９

時
４
５
分
。
山
道
は
次
第
に
傾
斜
が
き
つ

く
な
っ
て
く
る
。
木
の
根
が
多
く
な
り
、
雨
で

道
が
流
れ
て
赤
土
が
む
き
出
し
の
部
分
は
段

差
が
大
き
く
歩
き
に
く
い
。 

植
林
は
杉
か
ら
桧
に
代
わ
っ
た
よ
う
だ
。
林

に
差
し
込
む
朝
日
が
道
に
明
る
く
差
し
込
む
。 

１
０
時
２
３
分
、
す
こ
し
緩
や
か
な
広
め
の

尾
根
に
な
る
。
そ
の

後
一
旦
平
坦
な
尾

根
に
な
る
。
右
側
が

自
然
林
、
左
は
ま
だ

檜
林
だ
。 

１
０
時
半
、
道
は

ま
た
傾
斜
が
付
い

て
く
る
。
木
の
根
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
る
。 

１
０
時
５
９
分
、
道
は
右
に
曲

が
り
正
面
の
山
を
迂
回
す
る
よ

う
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
行
く
。
斜

面
の
横
に
つ
い
て
い
る
道
は
、
右

側
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
辺
り
は
完
全
な
落
葉
樹
の

自
然
林
だ
。 

１
１
時
２
分
、
右
、
和
田
峠
０
．

８
キ
ロ
。
左
、
陣
馬
山
頂
０
．
４

キ
ロ
地
点
分
岐
。
山
頂
直
下
で
少

し
道
は
入
り
組
ん
で
く
る
。 

 

１
１
時
６
分
、
右
に
広
い
道
が

出
る
が
、
直
進
の
細
い
道
を
進

む
。 空

が
広
く
な
り
、
山
頂
エ
リ
ア

に
到
着
。
右
に
公
衆
ト
イ
レ
、
左

側
は
東
屋
だ
。
す
ぐ
先
右
側
は
信

玄
茶
屋
。
そ
の
右
奥
に
は
清
水
茶

屋
が
あ
る
。
階
段
状
の
道
を
登
る

と
山
頂
の
白
い
馬
の
す
っ
く
と
立

つ
ピ
ー
ク
だ
。 

 

１
１
時
１
３
分
、
山
頂
着
。
出
発

か
ら
休
憩
含
め
て
２
時
間
１
１
分

と
か
な
り
良
い
成
績
だ
。 

 

馬
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
そ
の

間
に
馬
横
の
六
角
の
テ
ー
ブ
ル
が

空
い
た
の
で
こ
こ
で
昼
食
タ
イ

ム
。 

 

景
色
は
富
士
山
こ
そ
見
え
な
か

２
月
２
２
日
（
土
曜
日
）
天
竺
山(

３
１
０
ｍ)

～
横
沢
入 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ラ
ク
ダ
コ
ー
ス 

歩
行
約
２
時
間 

  

※
２
月
、
３
月
は
土
曜
日
で
す
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

※
階
段
状
や
、
山
道
の
登
り
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
頑
張
れ
ば
山

頂
で
す
。 

 

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
左
方
向
へ
進
み
ま
す
。
山
頂
に
は
三
内
神
社

の
本
社
が
あ
り
ま
す
。
山
頂
か
ら
山
道
の
下
り
坂
で
横
沢
入
へ
向

か
い
ま
す
。
横
沢
入
は
田
ん
ぼ
や
自
然
林
が
気
持
ち
い
い
で
す
。 

  

※
何
か
汁
物
を
作
り
ま
す
。 

 

〇
持
ち
物 

お
弁
当
、
食
器
、
箸
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
カ

ッ
プ
、
傘
、
雨
具
、
着
替
え
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛

み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

２
月
２
０
日
（
木
） 

収支 

繰越     20925 円 

  

支出 

ニュース/HP 作成 500 円 

当日プリント代    80 円 

現在高     20345 円 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegum

i 

集合 ２月２２日（土曜日） 

ＪＲ新宿駅 ７：４４発 （１１番線） 

ホリデー快速おくたま３号青梅行き 

（前から３両目車内） 
途中駅発   

中野 7：49 三鷹 7：58 国分寺 8：05 

立川 8：12 

西立川８：１６（五日市線乗換） 

８：２３発 武蔵五日市行き 

武蔵五日市８：５０着 
 

交通費 新宿～武蔵五日市 片道８２４円  
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っ
た
が
、
３
６
０
度
の
展
望
は
素
晴
ら
し
い
。 

西
川
さ
ん
が
瓶
入
り
の
美
味
し
い
焼
酎
を

持
参
し
て
ス
ト
レ
ー
ト
や
お
湯
割
り
で
頂
く
。

お
湯
を
沸
か
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
味
噌
汁
、
仕

上
げ
は
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
。
持
参
の
お
弁
当

と
持
ち
寄
り
の
美
味
し
い
も
の
で
お
腹
は
い

っ
ぱ
い
。 

１
２
時
４
６
分
、
相
模
湖
駅
を
目
指
し
て
下

山
開
始
。
下
り
も
及
川
さ
ん
が
先
頭
。
奈
良
子

峠
を
経
由
し
て
明
王
峠
か
ら
相
模
湖
だ
。
少
し

降
り
る
と
明
王
峠
１
．
８
キ
ロ
の
標
識
。
冬
枯

れ
の
雑
木
林
を
下
っ
て
ゆ
く
。 

途
中
に
「
カ
ラ
類
の
群
れ
」
と
い
う
標
本
の

よ
う
に
鳥
の
絵
の
あ
る
案
内
板
が
あ
る
。
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
ヒ
ガ
ラ
な

ど
が
見
ら
れ
る
ら
し
い
。
繁
殖
期
に
は
こ
れ
に

メ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ
ス
、
コ
ゲ
ラ
な
ど
も
一
緒
に

行
動
す
る
と
あ
る
。 

１
時
過
ぎ
、
森
は
針
葉
樹
に
な
っ
て
く
る
。 

１
時
３
０
分
、
奈
良
子
峠
を
通
過
。
右
に
奈

良
子
尾
根
を
下
れ
ば
藤
野
駅
方
面
だ
。 

こ
の
後
、
和
田
さ
ん
の
足
が
つ
っ
て
少
し
治

療
を
す
る
。
原
因
は
冷
え
や
水
分
不
足
、
ミ
ネ

ラ
ル
不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
朝
の
ス
ト

レ
ッ
チ
も
足
り
な
か
っ
た
か
と
反
省
。
そ
の
後

も
二
度
ほ
ど
休
憩
し
て
治
療
（
ホ
カ
ロ
ン
な
ど
）

す
る
が
無
事
に
下
山
で
き
る
。 

１
時
４
８
分
、
明
王
峠
。
ト
イ
レ
休
憩
。
与

瀬
神
社
ま
で
４
．
１
キ
ロ
と
あ
る
。
ま
だ
少
し

長
い
。 

２
時
出
発
。
少
し
下
る
と
登
山
道
沿
い
に
は

大
き
な
桜
の
古
木
が
並
ん
で
い
る
。
花
見
の
時

期
は
良
さ
そ
う
だ
。
途
中
「
石
投
げ
地
蔵
姥
ヶ

塚
」
と
あ
り
石
が
う
ず
高
く
積
ま
れ
て
い
る
。 

２
時
３
４
分
、
右
、「
奈
良
本
、
吉
野
バ
ス
停
」

と
あ
る
。
や
は
り
藤
野
駅
方
面
へ
の
道
だ
。

我
々
は
ま
っ
す
ぐ
矢
ノ
音
方
面
に
進
む
。 

２
時
４
７
分
、
右
、
矢
ノ
音
山
頂
３
０
０
ｍ

の
看
板
、
急
坂
と
あ
る
。
左
の
巻
き
道
を
進
む
。 

す
ぐ
先
の
右
側
に
茶
屋
か
東
屋
の
名
残
か

今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
建
物
が
あ
る
。
非
常
時

に
は
避
難
場
所
に
も
な
り
そ
う
だ
。
左

側

に
標
柱
。「
太
平
」
と
あ
る
。
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ

ル
も
あ
る
の
で
休
憩
所
か
。 

３
時
半
、
分
岐
点
。
右
は
与
瀬
神
社
、
左
は

孫
山
と
あ
る
。
右
の
神
社
を
目
指
す
。
雲
が
多

か
っ
た
が
少
し
日
差
し
が
こ
ぼ
れ
て
き
た
。 

３
時
３
５
分
、
与
瀬
神
社
ま
で
９
０
０
ｍ
の

標
識
を
通
過
。
岩
の
多
い
下
り
に
な
る
。 

 

３
時
５
４
分
、
相
模
湖
が
眼
下
に
見
え
る
ポ

イ
ン
ト
で
休
憩
。
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り

が
た
い
。
正
面
の
山
は
石
老
山
だ
。
ゴ
ー
ル
の

相
模
湖
町
の
街
並
み
も
見
え
る
。
さ
あ
、
あ
と

５
０
０
ｍ
だ
。
ゆ
っ
く
り
慎
重
に
降
り
て
ゆ
く
。 

 

４
時
半
、
与
瀬
神
社
到
着
。
立
派
な
神
社
だ
。

急
な
階
段
を
避
け
て
左
側
の
舗
装
路
で
降
り

て
ゆ
く
。
左
の
慈
眼
寺
を
見
な
が
ら
中
央
高
速

を
越
え
る
。
降
り
て
左
側
を
線
路
沿
い
に
進
む
。 

 

 

４
時
５

０
分
、
相
模

湖
駅
着
。 

 

駅
前
の

か
ど
や
で

ビ
ー
ル
を

頂
い
た
の

は
６
名
。
ワ

カ
サ
ギ
の

フ
ラ
イ
な

ど
で
打
ち

上
げ
る
。 
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